
上
越
市
に
、新
た
な
美
術
館
が
誕
生
し
ま
す
。

小林古径記念美術館

小林古径記念美術館が
新たにオープンします。
　小林古径記念美術館は、2016（平成28）年からの増改築工事による長
期休館を経て、小林古径邸敷地内に展示室等を整備し、2020（令和2）年
10月に新たな美術館としてオープンします。小林古径に代表される上越市
ゆかりの美術作家の作品を収集・展示するとともに、現代につながる個性豊
かな美術作品を紹介していきます。また、「みる」だけでなく「つくる」活動も重
視し、作品を介した出会いと創造の場を作ります。赤ちゃんから大人まで、身
近に美術を感じられるような美術館を目指します。

　新たな美術館には、小林古径の作品や資料を紹介する「古径記念室」、
そして多彩なジャンルの展覧会を開催する「企画展示室」を整備しました。
また、「二ノ丸ホール」は造形講座や講演会などの会場として使用するほ
か、鑑賞の合間にほっと一息つける休憩場所としてもご利用いただけます。

　文化勲章受章建築家・吉田五十八が古径の依頼により設計し、京都の
宮大工棟梁・岡村仁三が施工、1934（昭和9）年に完成した木造二階建・
数寄屋造りの住宅です。東京都大田区にあった住宅は惜しまれながら1993
（平成5）年に解体されましたが、上越市は部材を購入し、2001（平成13）年
に古径のふるさと上越市の高田城址公園内に移築・復原しました。隣接し
て、当時の写真や図面から復原された古径の画室があります。作品と建築
を合わせてご覧いただくことで、古径芸術をより深く味わうことができます。

小林古径邸（国登録有形文化財）

新型コロナウィルス感染拡大防止のためのお願い
・展示室内の混雑を緩和するため、入場制限を行う場合があります。
・状況によりイベントの変更・中止を行う場合があります。
・マスク着用などご来館の際のお願いがございます。詳細はホーム
ページでご確認下さい。

二ノ丸ホール

企画展示室
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《公共交通機関でお越しの場合》
●えちごトキめき鉄道「高田駅」から、徒歩約15分
●「高田駅前案内所」からバスにて「高田城址公園」下車、徒歩約5分。
 
《車でお越しの場合》
●北陸自動車道「上越I.C」から約15分。
●上信越自動車道「上越高田I.C」から約1０分。
●駐車場（博物館と共有）／普通車70台　大型観光バス３台

HPFacebook

〒９４３－０８３５ 新潟県上越市本城町７－１（高田城址公園内）
Tel：０２５－５２３－８６８０　Fax：０２５－５３０－６０３３
https://www.city.joetsu.niigata.jp/site/kokei/

小林古径記念美術館 Kobayashi　Kokei　Memorial　Museum　of　Art
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1.小林古径《里寸》／2.同《牡丹》／3.同《鳩》／4.同《椿》／5.村山陽《なんにもだいらの樹たち》／6.牧野虎雄
《小春》／7.齋籐三郎《色絵椿文壺》／8.濱谷浩《学藝諸家》／9.斎藤真一《瞽女唄》／10.川合清《麗》／11.富岡
惣一郎《妙高山》／12.北條頼浄《花鳥図屏風》／13.渡辺利馗《波》／14.福岡奉彦《黙過》／15.柴田長俊《雲流
れゆく》／16.岩野勇三《ゆきずり》　※すべて部分

あなたの心に響く作品がきっとある。

小林古径記念美術館 開館記念展

美術
じょうえつチカラの

《前期》１０月３日～１２月２０日   《後期》２０２１年１月５日～３月２１日

【開館時間】９：００～１７：００（１０月～１１月）／１０：００～１６：００（１２月～３月）
　　　　　※１０月３日は正午オープン
【休  館  日】月曜日（祝日の場合は翌日）、祝日の翌日、
　　　  　 展示替えおよび年末年始（１２/２１～R３.１/４）
　　　  　 ※１１/３まで無休で開館します

【入  館  料】一般／５１０円（４１０円）　小中高生／２６０円（２１０円）
　　　  　 ※（　　）内は２０名以上の団体料金。
　　　  　 ※この金額で前期・後期両方の展示が見学できます。
　　　  　 ※幼児及び上越市内の小中学生は無料。
　　　  　 ※上越市内の高校生は無料（本企画展のみ適用）。
　　　  　 ※2月11日（木・祝）は古径生誕記念日のため無料開放。
　　　  　 ※年間入館券、市内施設の共通入館券もあります。

　新たな美術館で開催する初めての展覧会は「じょうえつ 美術のチカラ」
と題し、小林古径をはじめとする上越市ゆかりの美術作家に焦点をあてま
す。収蔵作品を中心に、明治から現代まで、上越の150年間に生み出され
た美術作品を展示します。
　ゆかりの作家の中には、上越に生まれ上越で制作を続けた者もいれば、
故郷をはなれ都会で活動した者もいます。逆に、別の土地から上越に移り
住んだ作家もいます。それぞれの立場で、この上越市の風土や地域性を
自らの内に取り入れ、その時代や社会に対する問題意識を背景に持ちな
がら、自分なりの表現を求めていきました。作家の感情やメッセージが込め
られた美術作品は、受け手となる鑑賞者にさまざまな想いを抱かせます。
美術作品は時には心を癒す力となり、また、不透明な未来を照らす強い力
として、私たちの人生に不可欠な存在といえます。この展覧会名には、美
術が、作品を通じて人 に々力を与え、未来を形作っていく原動力のひとつと
なるように、との思いを込めています。なお、展覧会は前期・後期で展示替
えを行い、絵画を中心に多彩な作品を展示いたします。

　当館のコレクションの中から選りすぐった小林古径の作品を展示します。
今回は古径作品の持ち味である美しい線描、そして隅 ま々で神経の行き
届いた構図の妙を作品から感じてください。愛用の画材や印章、自筆のは
がきなど、ゆかりの品 も々紹介します。古径の人となりを感じながら作品の
世界をお楽しみ下さい。

　
　　　※申込みについては美術館ホームページをご覧下さい。

　　　【デッサンに挑戦！】
　　　日　時：11月１４日（土）①９：３０～１１：３０／②１３：３０～１５：３０（全２回）
　　　場　所：二ノ丸ホール
　　　対　象：一般（小学校３年生以上）２４名（1回につき１２名）
　　　材料費：５００円
　　　講　師：伊藤将和氏（美術家、上越教育大学准教授）

　　　【日本画絵具に親しむ】
　　　日　時：１月１６日（土）１０：００～１２：００
　　　場　所：二ノ丸ホール
　　　対　象：一般（中学生以上）１２名
　　　材料費：２,２００円
　　　講　師：川崎日香浬氏（日本画家）

　　　【どようワークショップ】
　　　日　時：イベントのない土曜日
　　　　　　 １０：００～１２：００（全２０回）
　　　場　所：二ノ丸ホール
　　　対　象：どなたでも
　　　材料費：１００円
　　　内　容：１５分程度でいつでも誰でも参加できる体験講座です。
　　　　　　 月ごとに内容が変わります。

　　　日　時：開館日の第２・第４日曜日 １３：３０～１３：５０（全１０回）
　　　場　所：展示室・小林古径邸
　　　対　象：どなたでも
　　　内　容：毎回テーマを変え、学芸員が展示作品や古径邸の解説をします。
　　　　　　 

　　　日　時：開館日の第２・第４日曜日１０：００～（全１０回）
　　　場　所：二ノ丸ホール
　　　内　容：出品作家が作品や作家活動について語る映像を放映します。

　
　　　日　時：２月１１日（木・祝）１６：００～１９：００
　　　場　所：小林古径邸、庭園、二ノ丸ホール
　　　料　金：無料開放（古径生誕記念日）
　　　内　容：イベントとして、庭園内に雪灯籠を作り、
　　　　　　 夕方から明かりをともします。雪にちなんだ
　　　　　　 和菓子と抹茶を提供します（６００円／限定７０セット）。
　　　　　　 当日は小林古径生誕記念日にちなみ入館無料です。

　　　
　 　　【よちよちタイム】
　　　日　時：開館日の火曜日
　　　　　　  ９：００～１２：００（１２月～１０：００開館）
　　　場　所：展示室、二ノ丸ホール
　　　内　容：乳幼児を連れての保護者の方も気兼ね
　　　　　　 なく、安心して鑑賞できる時間帯です。
　　　　　　 この時間は未就学児とその保護者１名は無料です。
　　　　　　 二ノ丸ホールではアートなおもちゃで遊ぶこともできます。

会期中のイベント

■ワークショップ

■映像で楽しむ作家トーク

■ギャラリートーク

■キャンドルナイト

■その他のサービス
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小林古径 （1883～1957）

第１部 小林古径 人と作品

第２部 アートでつなぐ 上越の１５０年

　明治時代以降、約１５０年にわたる上越市の歴史の中で多くの芸術家
たちが作品を生み出してきました。近代化の波にさらされ、画家としてのあ
り方も、絵画のかたちも大きく変化するなか、戦中・戦後は疎開してきた文
化人に刺激され活発な文化交流が生まれました。さらに１９４９（昭和２４）
年には新潟大学教育学部高田分校芸能科が開校し、地域文化の活性
化に寄与します。ここでは４章にわたって上越が生んだ個性豊かな作品の
数 を々紹介します。
１.模索の時代 ／２.疎開文化人との交流
３.新大芸能科が育んだ文化 ／４.新しい表現を求めて

1883（明治16）年、現在の上越市大町に生まれ
る。16歳の時、画家を志し上京、梶田半古に入
門する。1914（大正3）年、第1回再興日本美術
院展で入選し、日本美術院同人に推挙される。
1950（昭和25）年、69歳の時、新潟県人として初
めて文化勲章を受章。1957（昭和32）年、74歳

で死去。写実を基本とし、簡潔な構図の中に美しい線描で描いた作品の
数々は、今も私たちに感動を与えてくれる。
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